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下し
も

浦う
ら

昭し
ょ
う

道ど
う

さ
ん

　

楠
公
祭
に
は
60
年
以
上
前
か

ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、か
つ
て

は
曜
日
に
関
係
な
く
命
日
の
５

月
25
日
に
行
わ
れ
、沿
道
に
は
幟

の
ぼ
り

が
た
く
さ
ん
立
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。私
が
子
ど
も
の
頃
は
楠
木

正
成
は
「
楠
公
さ
ん
」
と
呼
ん

で
親
し
ま
れ
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
で

遊
ぶ
時
も
楠
木
正
成
を
名
乗
っ

て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
い
思
い

出
で
す
。
観
心
寺
に
は
国
宝
の

建
物
や
仏
像
の
ほ
か
に
も
、
北

斗
七
星
を
祀ま

つ

る
星
塚
や
恩お

ん

賜し

講こ
う

堂ど
う

な
ど
素
晴
ら
し
い
文
化
財
が

あ
る
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

5
月
25
日
は
楠く

す
の
き
ま
さ
し
げ

木
正
成
が
湊

川
の
戦
い
（
現
在
の
兵
庫
県

神
戸
市
）
で
戦
没
し
た
日
で
、
正
成

ゆ
か
り
の
寺
社
で
は
、
法
要
が
行
わ

れ
ま
す
。
観
心
寺
は
正
成
の
菩
提
寺

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
首
塚
や
幼
少
の

頃
の
学
問
所
と
さ
れ
る
中
院
な
ど
正

成
ゆ
か
り
の
遺
産
が
多
く
、
同
寺
で

も
、
命
日
に
近
い
日
曜
日
（
今
年
は

５
月
22
日
）
に
楠
公
祭
が
盛
大
に
執

り
行
わ
れ
ま
す
。
時
刻
が
午
前
11
時

に
近
づ
く
と
、
首
塚
前
に
設し

つ
ら

え
ら
れ

た
会
場
に
僧
侶
が
列
を
な
し
て
入
場
。

法
要
で
は
、
読
経
や
大
楠
公
顕
彰
会

会
長
に
よ
る
誓
文
奏
上 

、
ご
詠
歌
・

琴
・
尺
八
・
詩
吟
の
奉
納
、
参
列
者

に
よ
る
焼
香
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

同
寺
で
は
、
明
治
期
以
降
、
楠
公
の

遺
産
の
保
存
活

動
や
顕
彰
活
動

が
盛
ん
に
な
り
、

正
成
の
遺
徳
が

た
た
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
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7
川
上
地
区

（
観
心
寺
の
楠
公
祭
）

◉
川上地区
Kawakami

1国宝の金堂を背景に入
場する僧侶2琴や尺八の
奉納3法要の様子4首塚
の五輪塔5正成が戦死し
たため建設が初層のみと
なった「建

たてかけのとう

掛塔」

※観心寺へは河内長野駅から
南海バス「観心寺」下車すぐ。


